
2．開発のいきさつ（発端，開発担当者，時
期）

平成 11 年，建設業労働災害防止協会は，同年４月

に労働省（当時）が公表した「労働安全衛生マネジメ

ントシステムに関する指針」に基づき，「建設業労働

安全衛生マネジメントシステムガイドライン」を作成

し，公表した。

このガイドラインは，それ以降の建設業における安

全管理のバイブルでもあったはずだが，私の承知する

限り，現在に至るも普及の程度はとても低いものとな

っている。

同協会本部の話では，現時点（平成 20 年春）で建

災防本部認証を受けた事業所数は 40 前後にとどまっ

ているようだ。また，本部が平成 19 年に実施したリ

スクアセスメントに関するアンケート（全国の上位千

社を対象として実施したもの）の結果を見ると，「リ

スクアセスメントを実施している」と回答した現場は，

全回答数の 54 ％程度にとどまっている。平成 18 年に

労働安全衛生法第 28 条の２が新設され，そこにリス

クアセスメントの実施が努力義務とされた現在でも，

実情はこのとおりである。

なぜそうなのか。

要因は様々だと思うが，「難しい，細かい，手数が

かかりすぎ」ということも要因になっているのではな

いだろうか。

コスモス宮城版は平成 17 年に開発された。当時，

建災防宮城県支部の幹部は，「中小零細規模の店社が

多くを占める宮城県内の地場店社に，本部版のマネジ

１．「コスモス宮城版」とは

いま私の手元に「建設業労働安全衛生マネジメント

システムガイドラインの解説」がある。この最終頁を

めくってみると，その頁数は「193」となっている。

一方，「建設業労働安全衛生マネジメントシステム

宮城版（コスモス宮城版）」のそれは「53」である。

つまり，コスモス宮城版は，A４判 53 頁（一部A３

判の頁も数枚あるが４判に換算した）にまとめた「小

さなバイブル」なのである（図―１）。
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コスモスが公表されてから８年余。大きな店社でもなかなか普及しきれないのはなぜか。中小企業でも
導入するにはどうすればよいか。
建災防宮城県支部がそこを打破しようと取り組んだ「コスモス宮城版」。そのいきさつ，宮城版の骨子，

実際に取組んだ中小店社の感想などをご紹介する。

キーワード：コスモス宮城版はA４版 53 頁，労働災害は零細規模で発生，中小零細店社にも普及させたい，

まず階段を一段登ろう，ヒヤリハットをその日のうちに集約

中小企業が使いやすい「コスモス宮城版」

佐　藤　康　雄

特集＞＞＞ 建設施工の安全

図―１ 「建設業労働安全衛生マネジメントシステム　宮城版（コスモス宮
城版）」



メントシステムの導入・構築を期待することは極めて

困難」と判断し，宮城版開発に踏み切ったものである。

奥田和男宮城県支部長は宮城県建設業協会々長であ

り，全国建設業協会副会長，建設業労働災害防止協会

副会長などの要職にあると同時に，地場店社奥田建設

株式会社代表取締役でもあるが，労働災害防止にかけ

る情熱は比肩する者なしの感がある。

平成 17 年，奥田支部長は本部版を県内店社に普及

させるのは困難との判断から，当時の宮城県支部高橋

専務理事に宮城版開発を指示した。

これを受けて高橋専務は，奥田建設株式会社坂本安

全管理課長とともに開発に着手し，同年 10 月，宮城

版の完成を見た。

3．構成

コスモス宮城版は，大きく二つのパートから構成さ

れている。

一つには，店社において必要な事項，そして二つに

は，作業所において必要な事項である。

以下に，それぞれの骨格を示す。

（1）店社

①安全衛生管理組織

一般的な安全衛生管理組織の体系を労働者規模ごと

に図で示している。

②安全衛生委員会

委員会の制度について簡単に説明するとともに，委

員会規程の例を示している。

③安全衛生方針の表明

経営トップによる表明の重要性を示すとともに必要

な事項を示している。

④危険有害要因の特定及び実施すべき事項

危険有害要因を少なくとも年１回は実施すべきこと

を求めている。

なお，「危険有害要因特定標準モデル」は宮城版開

発当初は本部版に準じて行うこととしていたが，後日，

膨大な本部版モデルのうち，県内地場店社で施工する

ことはないと思われる事項を間引きして，簡易なもの

を策定した。

⑤安全衛生目標の設定

店社における年度ごとの目標を設定すべきこと及び

例を示しています。
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図― 2 作業安全指示書



⑥安全衛生計画の作成

毎年度末までに次年度に行うべき重点事項を盛り込

んだ安全衛生計画を作成すべきこと及び二つの計画例

を示している。例はいずれも A３判１枚に納まるよ

う簡潔なものとしている。

⑦店社から現場に対し日常活動の重要性を指導すると

ともに，「作業安全指示書」の活用を指導するよう示

している。指導に当たっては，現場職員が指示書の活

用方法を具体的に理解できるよう説明すべきことが求

められている。また店社は，各現場から，１ヶ月ごと

に指示書の綴りを提出させて分析し（必要な場合は安

全衛生委員会で検討），危険有害要因検討の一助とす

るよう示している。

また，同指示書の様式を示している。（図―２を参

照してください。実物は A３判。現場ではマグネッ

トつきプラケースに収納して掲示板に貼ってミーティ

ング時に使う）。

さらに，店社トップと幹部等による現場パトロール

の実施についてその重要性を示すとともに，実施要領

や点検票の例を示している。

⑧その他

このほか，緊急時の対応，災害調査，コスモス宮城版

の周知と社内システムの点検等について示している。

（2）現場

前述の店社版の各項目に準じて，現場版を示している。

とりわけ，

①毎日の工程打合せ会議で協力会社から作業安全指示

書に基づく発表，元請けからの的確な指示の実施

②各協力会社の職長等による安全指示書の確実な記載

③毎日の作業終了時（夕方）は作業開始前の指示書の

記載事項の実践状況や現にあった危険有害要因の集

約を行い，指示書に書き留める

などを重点として示している。

4．特徴

労働災害のほとんどは，零細規模の店社・現場で発

生している。専任の安全衛生管理担当者を配置するな

どは夢のような状況にあるのが現実だ。現場の社員も，

現場の指揮管理，協力業者への的確な指示，発注者へ

提出する種々報告文書の作成等で長時間労働が続いて

いると伺っている。現に長時間労働に起因する過労死，

過労自殺も問題になっている。

そのような店社や現場に「システム」を構築するこ

とは事実上不可能に近いと言える。

コスモス宮城版は，導入しやすいこと，実施しやす

いこと，わかりやすいことを目指している。

形にこだわり，結局はできないものを作ることを避

けるべく配慮したものである。

開発当時は，全国展開の業者の方々などから，「シ

ステムとしての要件を十分満足していると言えるの

か」といった疑問をなげかけられることもあったよう

だ。

しかし，「仏つくって魂入れず」となることが見え

ているものより，安全管理の手法として従来の活動よ

り少しでもシステムっぽくすることで，まず階段を一

段登ろうとしたものである。宮城版をやってみて「物

足りない」とか「さらに向上したい」という店社は，

本部版へ移行することをお勧めしている。

宮城版では，現場の実施事項の一つとして，「一日

の作業終了後，作業員らが集合して作業開始前に話し

合われた事項について，対策の実施状況や，現に発生

したヒヤリハットなどを確認し，作業安全指示書に記

載する」ことを求めている。

従来は朝のミーティングはほとんどの現場で実施さ

れており，その場で必要な安全指示がなされたり，

KY活動も行われる。

しかしながら，朝に出された事項が果たして実施さ

れたのかどうか，指示事項や KY で取り上げられな

かった危険有害要因がなかったのか，ヒヤリハットは

どうであったか，などを振り返る機会は多くの現場で

はもたれていない，または翌作業日になってしまう。

よほどインパクトの大きいアクシデントならいざし

らず，ヒヤリハット程度では一晩寝たら忘れたり，小

さいことと感じられたりするのではないだろうか。

このため，その日のうちに何らかの形で集約するこ

とをお勧めしている。

この点について，「夕方の集約には現状からして無

理がある」と否定的な意見もあるが，できるだけの努

力はお願いしている。仰々しいミーティングでなくて

もかまわない。熱いうちに集約することが大事である。

5．普及促進（説明会の実施等）

開発直後，開発者の一人である高橋宮城県支部専務

理事（当時）が中心となって，県内各地で説明会を開

催し，周知に努めた。

また，県内の某労働基準監督署では，署長の肝入り

でコスモス宮城版を管内店社にくまなく周知させよう

と，平成 19 年度中に３回にわたり，説明会や実践的

研究の機会を設けていただいた。
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6．導入効果

当支部では現時点では「導入の効果」と呼べるよう

な分析調査は実施していないが，ある地域で実施した

アンケートを拝見すると次のような意見・感想が見受

けられたのでご紹介する。

・取組みができている現場とそうでない現場を比較す

ると，できている現場は作業員同士の安全に対する

意識が強まった気がする。今後は全現場で取組むよ

う強化する。

・コスモス宮城版の様式に合わせて作業安全指示書を

作り，まずは形から始めています。

・ KY 活動の内容をコスモス宮城版の作業安全指示

書に記載するようにしたが，各作業員の体調把握や

資格確認が容易になった。

・危険有害要因の特定と対策の検討で，普段行ってい

る作業を改めて検証できた。活発な意見が出た。

一方で，危険要因をあらかじめ示されると KY 活

動での意見が出にくいのではないかとの意見もあっ

た。

・コスモス宮城版を参考に安全衛生管理規程等を見直

した上それに基づき管理を実施している。ヒヤリハ

ットの毎日の集約（作業修了後）については現場代

理人によって個人差はあるが実施していることから

成果と考えている。店社もそれらを集約し，危険要

因の特定や管理計画への反映をしていく必要があ

る。

・会社側と職長や現場代理人との間にまだギャップが

あると感じた。月例工程会議の都度徹底させていき

たい。

・多忙の時期に業務命令として徹底させることに戸惑

いを感じている。

・コスモス宮城版の様式と当社の様式との切り替えに

苦労している。

7．今後の取組み

当支部では，会員事業所を対象に，「コスモス宮城

版構築支援等事業」と称し，次のような事業を用意し

ている。

①地域，企業集団又は個別企業に対するコスモス宮城

版の説明，啓発

②個別企業がコスモス宮城版による取組みをする際の

指導，支援

③個別企業で構築したコスモス宮城版による体制とコ

スモス宮城版との照合等，支部による評価及びその

結果に係る書面等の交付

このうち②と③は実費程度の費用を頂戴している。

実情としては，本事業の利用はまだ低調である。

本年度から国による「第 11 次労働災害防止計画」

が展開されるが，この中では，コスモスやリスクアセ

スメントの取組みが重点とされることとなる。

行政がこれらの普及に力を注ぐのに呼応して，業界

も導入に踏み切ることとなるのではないかと予想して

いる。そのときにはコスモス宮城版の活用も増えるも

のと確信し，支部の支援体制整備に努めている。

また，コスモス宮城版では「システム監査」部分に

弱点をもっているので，今後は簡易な方法を考案し補

強していきたいと考えている。
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